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概要
IMM移行ツール4.0.1で、ソフトウェアリポジトリとしてツールを使用して、OperatingSystem
images（ISO）、Server Configuration Utility（SCU）またはファームウェアパッケージを管理お
よびホストできます。Intersightでこれらの画像を同期したら、これらの画像を使用して、Cisco
UCSサーバーにオペレーティングシステムをインストールし、ファームウェアをアップグレー
ドできます。

ソフトウェアリポジトリに新規フォルダを作成し、ファイルをアップロードできます。詳細に

ついては、次のセクションを参照してください。

•フォルダの作成およびファイルのアップロード

•フォルダの管理

•ファイルの管理

フォルダの作成およびファイルのアップロード

フォルダの追加

要件に従って isoファイルをグループ化し、別のフォルダに保持できます。以下に説明するよ
うに、新規フォルダは IMM移行ツールのソフトウェアリポジトリで作成できます。

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]に移動します。

2. 以下のスクリーンショットに示すように、[新規（New）]をクリックします。
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3. [新規フォルダ（New Folder）]をクリックします。

4. フォルダの名前を入力します。

5. [追加（Add）]をクリックします。

新規フォルダが作成されます。

ファイルをアップロードしています

次の手順を実行し、ソフトウェアリポジトリに isoファイルをアップロードします。

1. [ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]に移動します。

2. 以下のスクリーンショットに示すように、[新規（New）]をクリックします。

3. [ファイルのアップロード（File Upload）]をクリックします。

ファイルブラウズウィンドウが表示されます。

4. ローカルシステムからファイルをドロップします。
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5. [Upload]をクリックします。

ファイルがソフトウェアリポジトリにアップロードされます。

[進行中（Progress）]ポップアップウィンドウの [キャンセル（Cancel）]をクリックすると、
確認ダイアログボックスが表示されます。

[はい（Yes）]をクリックして、ファイル [アップロード（Upload）]操作をキャンセルします。

（注）

フォルダの管理
[ソフトウェアリポジトリ（Software Repository）]タブの一覧ページでは、フォルダに属さな
いフォルダおよびファイルのリストを表示します。フォルダを名前変更、移動、削除してフォ

ルダを管理できます。

以下のアクションを実行して、Software Repository一覧ページからフォルダを管理できます。

•管理するフォルダ行の横にある [...]をクリックします。

•フォルダの名前を変更する場合には、[名前の変更（Rename）]をクリックします。

1. ポップアップウィンドウが表示されます。

2. フォルダに新しい名前を入力します。
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3. [保存（Save）]をクリックします。

•フォルダを他のフォルダ内に移動する場合は、[移動（Move）]をクリックします。

1. ポップアップウィンドウが表示されます。

2. 現在のフォルダを移動する必要があるフォルダをクリックします。

3. [移動（Move）]をクリックします。

•リポジトリからフォルダを削除する場合、 [削除（Delete）]をクリックします。

•フォルダの名前が変更されると、このフォルダ内のファイルへの外部リンクは更新する必
要があります。

•フォルダが移動または削除される場合：

•このフォルダ内のファイルへの外部リンクは更新する必要があります。

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]アクションは、このフォルダ内のすべての
ファイルに対して無効になります。

•このフォルダ内のファイルの計算されたチェックサムはすべて失われます。

（注）
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ファイルの管理
ソフトウェアレポジトリにアップロードされた isoファイルは、特定のフォルダに属していな
い場合、またはアップロードされた特定のフォルダ内にある場合は、一覧ページで表示できま

す。

以下の手順を実行して、ソフトウェアレポジトリでファイルを管理します。

1. ファイルが存在するフォルダに移動します。

2. 管理するファイルレコードの最後にある [..]をクリックします。

ファイルの名前変更：

• 1. [Rename]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.ファイルの新しい名前を入力します。

• 3. [Save]をクリックします。

ファイルの移動：

• 1. [移動（Move）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.ファイルを移動する必要があるフォルダをクリックします。
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3. [移動（Move）]をクリックします。

ファイルの削除：

• [削除（Delete）]をクリックします。

別のツールを使用するファイルの場所を共有する：

• 1.[リンクの共有（Share Link）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

• 2. [Copy]をクリックします。

ファイルの場所がクリップボードにコピーされ、必要に応じて使用できます。

ファイルのチェックサムの計算：

• 1.[チェックサム（Checksum）]をクリックします。

ファイルチェックサムのポップアップウィンドウが表示されます。

• 2.[チェックサムの計算（Calculate Checksums）]をクリックします。

チェックサム値が表示されます。
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Intersightへのファイルの同期：

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]をクリックします。

詳細については、「Intersightへのファイルの同期」を参照してください。

•ファイルの名前が変更されると、ファイルへの外部リンクを更新する必要があります。

•ファイルが移動または削除される場合：

•ファイルへの外部リンクを更新する必要があります。

• [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]アクションは、ファイルなどに対して無効
になります。

•すべてのファイルの計算されたチェックサムが失われます。

（注）

Intersightへのファイルの同期
IMM移行ツールのソフトウェアレポジトリにあるアップロードされた isoファイルは、以下
の手順を実行して、Intersightソフトウェアレポジトリへリンク可能です。

1. ファイルが存在するフォルダに移動します。

2. 同期するファイルレコードの最後にある [..]をクリックします。

ソフトウェアリポジトリ

7

ソフトウェアリポジトリ

Intersightへのファイルの同期

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/Intersight/IMM-Transition-Tool/User-Guide-4-0/b_imm_transition_tool_user_guide_4_0/m_imm_tt_4_software_repo.html#r_software_repo_files_sync_intersight


3. [Intersightへの同期（Sync to Intersight）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが表示されます。

4. 利用可能なデバイスのリストから、[Intersightデバイス（IntersightDevice）]を選択します。

[OS/ファームウェアデータのフェッチ（Fetch OS/Firmware data）]を定期的にクリックする
ことをお勧めします。これにより、最新のOSおよびファームウェアデータすべてが Intersight
アカウントからフェッチされます。

（注）
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5. ソフトウェアレポジトリリンクを保存する組織を選択します。

6. 自動選択された値が間違っている場合、またはツールがファイルタイプを自動検出できな
い場合、ファイルの画像タイプを手動で選択します。

7. 自動選択された値が間違っている場合、またはツールがファイルタイプを自動検出できな
い場合、OS画像の詳細を設定または変更します。

8. [送信（Submit）]をクリックします。

画像を Intersightに同期し、Intersight GUIの [システム>ソフトウェアレポジトリ（System>
Software Repository）]の [ファームウェアリンク（Firmware Links）]、[OS画像リンク（OS
Image Links）]、または [SCUリンク（SCU Links）]に表示されます。

ファイルやフォルダが移動されるたびに、ソフトウェアレポジトリリンクは自動的更新され

ません。リンクを手動で削除し、[Intersightへの同期（Sync to Intersight）]を再度実行する必
要があります。

（注）

ソフトウェアリポジトリ

9

ソフトウェアリポジトリ

Intersightへのファイルの同期



ソフトウェアリポジトリ

10

ソフトウェアリポジトリ

Intersightへのファイルの同期



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


